
 郷土の古文書  

「その２８ 実現されなかった五日市嚶鳴社社則届書」 

解   説  

  昭和 43 年(1968)市内深沢の深沢家旧宅の土蔵より「五日市憲法草案」が発見されてから 50

年を迎えました。そこで市内に残る古文書のうち憲法草案に関係する文書を紹介したいと思います。 

 この文書は深沢村に隣接する入野
い り の

村の村野家に所蔵されていたものです。村野文次郎、父金八は

学芸講談会の会員で、もともと金八と深沢名生
な お ま る

は昵懇
じ っ こ ん

の間がらだったとの事です。村野家文書は既

に調査済であったのですが、調査の時点でこの文書を含め 10 数点他家へ貸し出してあったとの事

です。 

 この文書から読みとりますと、土屋勘兵衛他 3 名の社員が五日市に嚶鳴社の支社を設立するため、

社則を制定し、八王子警察署に届出するという内容です。  

『五日市町史』等の記録を見ますと五日市学芸講談会の設立時期について、さまざまな時代の流れ

や「五日市憲法草案」の起草者千葉卓三郎が五日市に居住した時期等から、明治 13 年(1880）4 月

頃と断定できるとしています。第 1 回国会期成同盟大会の決定事頃と、その盛況ぶりに驚愕
き ょ う が く

した明

治政府が公布した、厳しい集会条例下では嚶鳴社の啓蒙運動とも公然とつながりをもつことはでき

なかった。（一説によると明治 13 年 2 月に嚶鳴社員を呼んで演説会を開催しているというし、4 月



にも内山安兵衛らは嚶鳴社社長沼間守一、社員の奥宮健吉らを招き演説会を開催したという )と記

されています。このカッコ書の一説というのは、この文書の内容からして納得できます。明治 12

年(1879)後半より学術演説会を月 3 回行ってきた五日市の人達は、学芸講談会を正式に設立する前

には、何とか嚶鳴社支社を五日市に設立しようと働いていたと思えます。まして文書の署名者は全

員学芸講談会の会員で、会の指導者でもあります。  

 しかし、その後五日市に嚶鳴社が設立された記録はありません。そして、明治 13 年 4 月より五

日市勧能学校に勤めはじめた千葉卓三郎は、同年 5 月頃、明治政府の失政を痛烈に批判し、なおい

っそう大事な問題のためには「人民団結し、肝胆あい照らし、たがいに学習、討究、談論し、これ

に備えなければならない」と深沢名生宛に書簡を送っています。（『五日市憲法草案と深沢家文書』

あきる野市発行、2005 年)この手紙の内容は、名生・権八親子を通して、会の指導者達に伝えられ

たと思われます。そして、千葉卓三郎も参加して、今迄の学術討論会の充実をはかり、第 2 回国会

期成同盟大会を経て、第 3 回大会に向け、学習中心課題であった憲法起草の道へ邁進
ま い し ん

して行ったと

考えられます。 

 ところで、明治 14 年 8 月 27 日の学芸講談会の会員への廻状によると、「書籍購入の金策方法并

ニ東京学士招聘
し ょ う へ い

等の相談」とあり、また二白
は く

として、「過月十五日及廿五日両日ヲ以撰挙会相開き

左之人名本会幹事并ニ書記当選相成候間此ニ御通報候也」と追伸で、幹事 4 名、書記 2 名を報告し

ています。書籍購入の金策方法もまだ決定されず、半年毎の総会開会等勘案すると、それ迄あった

「私擬五日市討論会概則(学術討論会概則)を修正の上、「学芸講談会規則」は作成され、早くとも明

治 14 年 2 月頃、正式に「学芸講談会」は設立されたと見る事ができるのではないでしょうか。  
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